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応募
　方法 Eメールでも応募できます。 

市民文芸
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。

高

橋

辰

男

選

カ
ラ
フ
ル
な
水
着
購
い
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
に
喜
寿

を
忘
れ
て
乙
女
に
還
る　
　
　
　
　
　

山
田　
　

濱

霊
柩
車
し
ず
か
に
発
て
ば
主
逝
く
を
悟
り
し
も
の
か

犬
の
鳴
き
つ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
み
ど
り

人
住
ま
ぬ
家
に
も
花
の
時
は
来
て
濃
き
紫
の
あ
じ
さ

い
た
わ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
沢　

修
子

物
荒
ら
す
猿
追
い
ま
わ
す
こ
の
身
に
も
威
嚇
さ
れ
て

る
危
険
感
じ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
タ
カ
子

玉
川
の
磧
で
あ
お
ぐ
夏
雲
は
父
の
顔
あ
り
母
の
顔
あ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
み
さ
子

夫
と
来
し
志
津
川
湾
の
磯
づ
た
い
ホ
テ
ル
の
窓
に
カ

モ
メ
飛
び
交
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

敏
子

語
り
部
の
民
話
の
中
の
言
葉
こ
そ
亡
き
母
の
も
の
遠

き
日
思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
松　

貞
子

馬
鈴
薯
の
花
紫
に
咲
く
今
朝
は
蔵
王
の
雪
も
か
細
く

な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　
　

伝

こ
の
年
に
友
の
形
見
と
な
り
し
百
合
色
あ
ざ
や
か
に

香
る
哀
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
カ
シ
ワ

老
い
ぬ
れ
ど
こ
こ
ろ
よ
く
働
く
仕
事
あ
り
我
れ
の
暮

し
は
百
姓
な
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

靜
恵

 
評  
一
首
目
。
カ
ラ
フ
ル
な
水
着
に
よ
っ
て
心
身
共

に
若
返
っ
た
。
ま
さ
に
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
の
効
用

だ
ろ
う
。
二
首
目
。
主
人
公
の
死
を
察
知
し
て
泣
き

続
け
る
犬
。
物
言
わ
ぬ
動
物
の
哀
れ
さ
を
客
観
的
に

描
写
し
た
。
三
首
目
。
空
き
家
の
庭
の
ア
ジ
サ
イ
も

季
節
が
到
れ
ば
花
を
咲
か
せ
る
。
植
物
の
お
の
ず
か

ら
な
る
営
み
を
見
て
の
感
動
。

遠

藤

秋

尾

選

短
ヶ
夜
や
橋
を
灯
し
て
島
眠
る　
　
　

日
下　
　

文

蚊
帳
の
中
一
つ
の
宇
宙
あ
り
に
け
り　

山
家　

弘
子

暁
け
は
な
を
梅
雨
霧
つ
ゝ
む
白
き
闇　

佐
藤　

周
子

水
打
っ
て
今
日
を
感
謝
の
夕
心　
　
　

川
村　

靜
恵

紫
陽
花
が
雨
の
垣
根
を
明
る
く
し　
　

大
庭　

良
子

歌

壇

宅
地
化
に
蛙
の
声
も
遠
の
き
し　
　
　

高
橋　

正
男

夏
の
夜
の
夢
に
ダ
ン
ス
を
踊
り
け
り　

制
野　

リ
エ

沢
端
の
川
面
彩
る 
濃
紫
陽
花 　
　
　
　

高
子
た
ち
ば
な

こ 

あ 

じ 

さ 

い

紫
陽
花
の
盛
り
の
野
辺
の
杉
木
立　
　

管
野　

理
華

草
餅
や
茶
屋
の
渋
茶
の
う
ま
か
り
し　

三
浦　

愛
嶺

 
評  
一
句
目
。
旅
の
夜
の
句
で
あ
ろ
う
。
島
に
橋
が

架
か
り
一
晩
中
、
橋
を
と
も
し
て
島
は
静
か
に
眠
っ

て
い
る
。
夏
の
短
い
夜
が
更
け
ゆ
く
。
二
句
目
。
現

代
は
ほ
と
ん
ど
蚊
帳
は
つ
る
さ
な
く
な
っ
た
が
、
蚊

帳
の
中
は
子
供
ら
の
城
で
あ
り
、
宇
宙
で
も
あ
る
と

い
う
。
面
白
い
発
見
で
あ
り
昔
懐
か
し
い
一
句
と

な
っ
た
。
三
句
目
。
明
け
方
の
風
景
で
あ
る
。
梅
雨

霧
が
立
ち
込
め
て
、
た
だ
白
い
四
方
が
見
え
る
ば
か

り
。
白
き
闇
と
は
意
表
を
つ
く
表
現
。「
俳
句
を
作

る
に
は
歳
時
記
を
よ
く
見
て
作
る
。
季
重
ね
や
感
情
、

思
い
入
れ
の
強
い
句
は
作
ら
な
い
こ
と
」

山

田

風

流

選

残
り
火
を
か
き
立
て
女
捨
て
き
れ
ず　

佐
藤　

武
雄

難
聴
も
稀
に
得
す
る
事
が
あ
る　
　
　

阿
部
は
ぎ
の

米
余
り
実
ら
ぬ
青
田
刈
る
辛
さ　
　
　

四
竃　

英
夫

年
金
日
せ
め
て
今
日
だ
け
食
う
鰻　
　

川
村　

靜
恵

に
っ
こ
り
と
笑
い
に
隠
す
下
心　
　
　

大
庭　

良
子

腰
折
っ
た
分
当
選
は
そ
り
返
り　
　
　

高
橋　

要
一

更
年
期
漢
字
も
歌
詞
も
忘
れ
そ
う　
　

平
間　

大
恵

心
ま
で
う
つ
り
ま
す
よ
う
鏡
ふ
く　
　

米
沢　

礼
子

携
帯
を
相
手
に
幸
せ
そ
う
な
顔　
　
　

小
野
嘉
津
子

我
の
強
さ
外
相
折
れ
ぬ
鼻
柱　
　
　
　

佐
藤　

尚
志

 
評  
一
句
目
。
女
心
を
余
す
こ
と
な
く
表
現
さ
れ
た
。

「
か
き
立
て
」
が
効
い
て
い
る
。
二
句
目
。
難
聴
と

い
う
不
自
由
を
生
か
し
て　

使
う
こ
と
も
老
人
の
知

(?)

恵
。
都
合
の
悪
い
こ
と
は
聞
こ
え
ぬ
ふ
り
し
て
無
事

通
過
。
三
句
目
。
農
政
の
貧
困
こ
こ
に
極
ま
る
。
減

反
を
強
い
、
な
お
か
つ
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

青
田
刈
り
。
農
民
の
心
ま
で
刈
り
取
ら
ね
ば
よ
い
が
。

「
熱
心
な
作
句
欲
に
敬
意
、
投
句
数
が
激
増
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
推
敲
を
願
い
ま
す
」

柳

壇

俳

壇
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私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

白白白白白白白白白
石石石石石石石石石
市市市市市市市市市
老老老老老老老老老
人人人人人人人人人
ククククククククク
ラララララララララ
ブブブブブブブブブ
連連連連連連連連連
合合合合合合合合合
会会会会会会会会会

女女女女女女女女女
性性性性性性性性性
委委委委委委委委委
員員員員員員員員員
会会会会会会会会会

　

私
た
ち
は
、
市
内
各
地
域
に
あ
る　
71

の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
会
員
約
２

千
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
国
体
選
手
へ
、
市
の
花
で
あ

る
「
や
ま
ぶ
き
」
の
造
花
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
の
上
西

ゆ
き
子
さ
ん
（
南
町
）
の
指
導
を
受
け
、

６
月
下
旬
か
ら
計
１
５
０
名
の
会
員
で

製
作
に
当
た
り
、
先
日
よ
う
や
く
７
百

本
が
で
き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

素
材
は
茎
に
針
金
、
ほ
か
は
フ
ラ

ワ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

茎
に
花
２
〜
３
個
、
つ
ぼ
み
１
個
、
葉

４
〜
６
枚
を
取
り
付
け
て
１
本
が
完
成
。

す
べ
て
手
作
業
な
た
め
、
１
本
を
仕
上

げ
る
の
に
３
〜
４
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

　

白
石
で
の
思
い
出
を
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
作
り
ま
し
た
。

※
造
花
に
は
、
歓
迎
の
気
持
ち
を
歌
っ

た
俳
句
を
記
し
た
短
冊
を
添
え
て
選
手

に
贈
ら
れ
ま
す
。
こ
の
作
品
の
製
作
に

当
た
っ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
短
冊
提
供
（
白
石
和
紙
工
房
・
遠
藤

ま
し
子
さ
ん
）
▼
俳
句
作
句
（
蔵
王
俳

句
会
）▼
短
冊
取
り
付
け（
白

石
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
な
み

の
会
）

成
功
さ
せ
よ
う
�
み
や
ぎ
国
体

白
石
市
は
「
新
体
操
競
技
」
と

「
山
岳
競
技
」
の
開
催
地
で
す
。

(koho@city . sh i ro ish i .m iyag i . jp )
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　私たちのサークルは、小原公民館で

毎月２回、水曜日（9:30～15:00）に開

いています。

　手編み、機械編み、それぞれ自由で、

樋渡文子先生の指導の下、少人数では

ありますが、和やかにやっています。

時には語らいの場であったり、笑いが

絶えないこともあります。

　好きな色の糸で好きなデザインを選

び、ひとつの作品ができあがったとき

のうれしさ、喜び、そして次回は何を

編もうかしら・・・と、ささやかな夢と

希望を抱きながら、みんな一生懸命に

編んでいます。

　また、私たちの１年間の作品は、小

原地区の文化祭に展示し、地域の方々

に見ていただいています。

　編み物が好きな方、私たちと一緒に

活動してみませんか。多くの方々の参

加をお待ちしています。

◯問 小原公民館　�29-2031

作品が
できあがったときの気分は最高

★
マ
イサ
ークル

　

★

小
原
編み物サー

ク
ル

125

国際コーナー�
ジャ

ロドの

International Corner

　今月号から、白石市国際交流員として市役所総

務課に勤務しているジャロド・ヘクターさんから、

姉妹都市ハーストビル市との交流や、いろいろな

国の話などについて紹介していただきます。

　皆さんこんにちは！国際コーナーへようこそ。 第

１回目の今回は、自己紹介と私の国の紹介をしま

す。

　私はジャロド・ヘクターといいます。オーストラ

リアのニューカッスル出身で、先月白石に着きま

した。しかし、日本での生活は白石が初めてでは

ありません。大学生時代に交換留学生として、１

年間函館に住んでいたことがあります。

　趣味は旅行と水泳と音楽です。オーストラリア

ではボーイ・スカウトのメンバーだったので、キャ

ンプをはじめ、ハイキングやアウトドアの活動が

大好きです。ですから、自然が多い白石で、できる

だけこれらのことをしてみたいと思っています。

　皆さんはオーストラリアについてどのぐらいご

存知でしょうか。ニューカッスル市は日本から南、

約7,000㎞の所にあって、シドニーから北、車で２時

間ぐらいかかります。ニューカッスル地域では緑

が多く、きれいなビーチと国定公園が多い所です。

近くのハンター ･バレーにおいしいワインを作る

ワイナリーもあります。機会があったらぜひハン

ター ･バレーのワインを飲んでみてください。

　夏に40℃を超える日は珍しくありませんが、冬

も暖かいです。今、オーストラリアでは冬ですが、

最低気温は15℃ ぐらいで住みやすいと思います。

ニューカッスル市は雪が降らないので、白石ス

キー場でスノーボードをしてみたいです。

　これからも国際交流のことについて書いていき

ますので、ぜひこのコーナーを読み続けてくださ

い。See you next month !


